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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

【背景】乳癌の治療効果の評価において FDG-PETの有用性が明らかにされている。PETの最大標準摂取量（SUVmax）は

臨床現場で最も広く評価されているが、MTVや TLGなどの量的パラメータを含む他の代謝パラメータの予測能は解明さ

れていない。【方法】2008年から 2018年に術前に化学療法受け、治療開始前に FDG-PETを受けた 199例（196人）の

乳癌を対象。199例のうち、70例（69人）は化学療法 1サイクル施行後の各代謝パラメータの変化率（Δ％）につい

ても評価。原発巣の SUVmaxを測定し、SUVmaxの 40％を cut offとして設置した VOI内の SUVpeak（SUVmaxを示すボ

クセルを中心とした 1cm3球体内の SUV平均値）、SUVmean（閾値以上の VOI内の SUV平均値）、MTV（閾値以上の VOI内

の体積）、および TLG（MTV×SUVmean）の値を測定した。【結果】64例で病理学的完全奏効（pCR）を得た。pCRは腫瘍

径、核異型度、Ki67値、サブタイプおよび化学療法レジメンと有意に相関していた。臨床病理学的所見と各代謝パラ

メータとの関連では、核異型度と Ki67発現レベルは SUVmax、SUVpeakおよび SUVmeanと有意に相関しており、腫瘍サ

イズは SUVmaxを除くすべてのパラメータとの間に有意な関連があった。ベースラインの各パラメータと pCRの関係は、

SUVmax、SUVpeak、SUVmeanいずれにおいても SUV値が高い乳癌は pCR率が高かった。また MTVと TLGは低い乳癌の方

が pCR率は有意に高く、MTVが全パラメータの中で最も強く pCRと相関した。多変量解析でも核異型度、Ki67、サブタ

イプと MTVが独立して pCRの予測因子であった。変化率はΔMTV以外で pCRと相関を認め、ΔSUVmeanが低値より高値

で pCR率が有意に高く、最も相関が強かった。腫瘍径、核異型度、サブタイプを含めた多変量解析でもΔSUVmeanは独

立した因子であった。MTVとΔSUVmeanを組み合わせると、MTV低値およびΔSUVmean高値の pCR率が最も高く（86.7％）、

MTV高値およびΔSUVmean低値が最も低く（15.4％）、他は中間（58.6％; p <0.0001）であった。多変量解析では、ベ

ースライン MTV低値かつΔSUVmean 高値が pCRの有意に独立した予測因子であった。【結語】本研究はベースライン時

の MTV低値と、化学療法施行後早期の SUVmeanの減少率が pCRと有意に関連することを示した。2つのパラメータの組

み合わせはそれぞれ単独と比較してより正確に pCRを予測可能であった。上記の結果から、乳癌の治療効果を予測す

るための FDG-PETにおける代謝パラメータの有用性が示唆された。本研究は、臨床的にも意義ある研究で、今後の乳

がんの術前化学療法に対するあらたな治療方針の一般化の期待もされることから学位論文に値すると判断した。 

 




